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Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

特
別
招
待
チ
ー
ム
と
し
て
参
加

　

例
年
、
６
月
に
札
幌
市
で
開
催
さ

れ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
に
は
、
姉
妹
町
で
あ
り
ま
す
高
知

県
香
美
市
（
旧
土
佐
山
田
町
）
と
合

同
チ
ー
ム
を
編
成
し
参
加
し
て
き
ま

し
た
が
、
昨
年
の
第　

回
大
会
を
も

15

っ
て
合
同
チ
ー
ム
に
よ
る
参
加
を
最

後
と
す
る
方
向
で
、
両
市
町
の
実
行

委
員
会
関
係
者
で
話
し
合
わ
れ
て
き

た
経
緯
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
経
緯
を
受
け
て
、
札
幌

市
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
組
織
委
員
会
か
ら
は
、
第
１
回
の

準
備
段
階
か
ら
第　

回
ま
で
毎
年
参

15

加
し
て
き
た
積
丹
町
の
経
緯
と
北
海

道
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」
へ
の
貢

献
度
等
を
考
慮
し
、
引
き
続
き
参
加

を
期
待
す
る 
招
請 
の
申
し
入
れ
が
数

し
ょ
う
せ
い

度
に
わ
た
り
あ
り
ま
し
た
。

　

当
町
と
し
て
は
、
町
民
の
参
加
者

数
な
ど
可
能
な
参
加
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
並
び
に
経
費

負
担
等
の
課
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と

を
前
提
に
、
同
組
織
委
員
会
と
協
議

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
参
加
体
制

に
つ
い
て
は
、
お
神
威
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
「
群
来
の
舞
」
に
準
じ
た
町
内
女

性
団
体
を
中
心
と
し
た
方
々
の
ご
協

力
を
い
た
だ
け
る
見
通
し
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
経
費
負
担
に
つ
い
て
は
、

同
組
織
委
員
会
の
一
部
支
援
の
配
慮

を
い
た
だ
け
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
第　

回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

16

Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
に
、「
競
演
コ
ン
テ

ス
ト
に
関
係
の
な
い
特
別
招
待
チ
ー

ム
」
と
し
て
参
加
す
る
方
向
で
調
整

を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

続
く
北
と
南
の
交
流

　

香
美
市
も
参
加
を
検
討

　

一
方
、
香
美
市
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
の
積
丹
町
及
び
積
丹
町
実
行

委
員
会
並
び
に
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ

ー
ラ
ン
祭
り
組
織
委
員
会
と
の
交
流

の
歴
史
を
大
切
に
す
る
見
地
か
ら
、

可
能
な
範
囲
で
の
参
加
を
検
討
し
て

い
る
旨
の
連
絡
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
北
と
南

の
両
市
町
の
交
流
が
、
今
年
の
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
へ
の
新

た
な
形
で
の
両
市
町
の
参
加
に
よ

り
、
そ
の
時
々
の
課
題
を
乗
り
越
え

て
、
今
後
の
交
流
事
業
の
推
進
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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公
有
水
面
埋
立
法
に
基
づ
き
造
成

さ
れ
た
道
道
野
塚
婦
美
線
（
積
丹
町

日
司
町
及
び
・
入
舸
町
地
域
内
）
道

路
改
良
工
事
用
地
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
積
丹
町
の

区
域
内
に
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確

認
を
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号
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議
案
第
一
号
と
同
趣
旨
に
よ
り
、字

の
区
域
の
変
更
を
す
る
た
め
、議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
３
号
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平
成　

年
度
地
方
税
制
の
改
正
に

19

伴
う
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
等
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
積
丹
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
点
は
、

１　

上
場
株
式
等
を
譲
渡
し
た
場
合

の
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に

係
る
町
民
税
の
課
税
の
特
例
措
置

の
期
限
の
１
年
延
長

２　

一
定
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た

既
存
の
住
宅
又
は
区
分
所
有
に
係

る
家
屋
の
専
有
部
分
に
つ
い
て
の

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

３　

信
託
法
の
制
定
に
伴
う
所
要
の

規
定
の
整
備

な
ど
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
４
号
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４
月
１
日
付
け
の
職
員
人
事
異
動

に
伴
い
、
新
し
く
固
定
資
産
評
価
員

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方

税
法
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

税
務
課
長　

菊
谷
和
行（

同　

意
）

報
告
第
１
号
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武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民

の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
議
会
へ
報
告
す
る
も
の

で
す
。

（
報　

告
）
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後
志
広
域
連
合
が
設
立

い
よ
い
よ
本
格
始
動
へ

　

４
月　

日
、
後
志
支
庁
講
堂
に
お

24

い
て
、
構
成　

町
村
の
町
村
長
、
議

16

会
議
長
及
び
後
志
支
庁
長
な
ど
関
係

者
が
出
席
し
て
後
志
広
域
連
合
設
立

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
式
に
先
立
ち
、
後
志
支
庁
長

か
ら
後
志
広
域
連
合
設
立
許
可
書
が

同
連
合
準
備
委
員
会
会
長
（
蘭
越
町

長
）
に
授
与
さ
れ
、
ま
た
、
引
き
続

い
て
行
わ
れ
た
構
成
町
村
長
に
よ
る

後
志
広
域
連
合
長
選
挙
に
お
い
て
、

蘭
越
町
長　

宮
谷
内
留
雄
氏
が
後
志

広
域
連
合
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、同
広
域
連
合
は
、５
月　

日
28

に
平
成　

年
第
１
回
後
志
広
域
連
合

19

議
会
が
招
集
さ
れ
、議
長
・
副
議
長
選

挙
、副
連
合
長
・
監
査
委
員
選
任
同

意
、選
挙
管
理
委
員
会
委
員
選
挙
、関

係
条
例
、平
成　

年
度
予
算
等
の
付

19

議
案
件
が
審
議
さ
れ
、新
た
な
特
別

地
方
公
共
団
体
と
し
て
本
格
的
な
業

務
が
開
始
さ
れ
る
運
び
で
す
。

　

構
成
町
村
の
一
員
と
し
て
そ
の
役

割
り
を
担
い
、
ま
た
、
今
後
ま
す
ま

す
多
様
化
・
高
度
化
・
専
門
化
す
る

自
治
体
行
政
課
題
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
広
域
行
政

の
重
要
性
を
担
う
本
広
域
連
合
設
立

の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
本
町
の
行
政
運

営
の
一
層
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

余
別
漁
港
冷
凍
冷
蔵
保
管
施
設

７
月
か
ら
建
設
着
手
へ

　

昨
年
来
要
望
運
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
本
事
業
に
つ
い
て
、
こ
の
度
、

国
・
道
か
ら
の
財
政
支
援
措
置
の
採

択
決
定
を
得
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
業

協
同
組
合
を
事
業
主
体
と
し
て
、
建

物
鉄
骨
造
平
屋
建
一
棟
、
延
床
面
積

１
８
７
平
方
メ
ー
ト
ル
及
び
冷
凍
機

械
設
備
等
を
建
設
す
る
も
の
で
、
収

容
能
力
３
ト
ン
の
冷
凍
庫
と
収
容
能

力　

ト
ン
の
冷
蔵
室
各
一
室
を
備

36
え
、
余
別
漁
港
船
揚
場
背
後
地
の
製

氷
冷
凍
冷
蔵
施
設
用
地
に
建
設
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、本
施
設
は
旧
積
丹
漁
業
協

同
組
合
が
保
有
し
、昭
和　

年
度
と
昭

39

和　

年
度
に
建
設
さ
れ
た
旧
簡
易
冷

45
蔵
施
設
二
棟
が
、漁
港
整
備
計
画
に
基

づ
く
支
障
移
転
施
設
と
し
て
解
体
用

途
廃
止
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、そ
の
代

替
施
設
と
し
て
新
築
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
、漁
獲
物
の
市
場
出
荷
調

整
に
よ
る
魚
価
の
安
定
と
餌
料
用
原

魚
等
の
保
管
施
設
と
し
て
、東
し
ゃ
こ

た
ん
漁
業
協
同
組
合
に
お
け
る
利
用

事
業
並
び
に
余
別
漁
港
機
能
施
設
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

本
計
画
事
業
は
、
建
設
用
地
の
整

備
、
建
物
等
実
施
設
計
及
び
補
助
金

の
交
付
決
定
通
知
を
経
た
後
、
７
月

中
旬
に
工
事
に
着
手
し
、
概
ね
５
か

月
間
の
工
期
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

選
挙
第
１
号
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�
�
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後
志
広
域
連
合
規
約
の
規
定
に
よ

り
、
積
丹
町
議
会
選
出
の
広
域
連
合

議
会
議
員
の
選
挙
を
行
う
も
の
で

す
。

【
当
選
】
岩
本　

幹
兒

議
案
第
１
号
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現
行
予
算
に
４
、
４
５
２
万
９
千

円
を
追
加
し
、　

億
６
、
７
７
２
万

23

９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、

冷
凍
冷
蔵
保
管
施
設
整
備
事
業
費
道

補
助
金　
　

３
、
７
４
６
万
９
千
円

前
年
度
繰
越
金　
　
　

７
０
６
万
円

　

歳
出
に
お
い
て
は
、

後
志
広
域
連
合
負
担
金

　
 　
　
　
 　
　
　

８
９
万
２
千
円

他
会
計
繰
出
金　

１
９
３
万
７
千
円

冷
凍
冷
蔵
保
管
施
設
整
備
事
業
費
補

助
金　
　
　
 　
　

３
、
８
７
０
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号
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事
業
勘
定
に
お
い
て
、
現
行
予
算

に
２
５
８
万
２
千
円
を
追
加
し
、
６

億
３
、
０
８
１
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、

財
政
調
整
交
付
金　
　
　

万
５
千
円

64

一
般
会
計
繰
入
金
１
９
３
万
７
千
円

　

歳
出
に
お
い
て
は
、

後
志
広
域
連
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　

２
５
８
万
２
千
円

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

�
�
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�
�
�
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冷凍冷蔵保管施設建設予定地


